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【沖縄県】BIM／CIM活用について（R5.4）

（詳細）設計業務 （施工）工事

（事前の業務・工事等）参照する
３次元モデル（CIM等）

発注者指定型
原則：義務項目
選択：推奨項目

受注者希望型
選択：義務項目
選択：推奨項目

【３次元モデルの作成・活用に要する費用】
BIM/CIMに取組む前に
・事前の受発注者協議
・効率化になり、費用対効果があると判断できた場合
業務・工事の設計変更要領等の手続きを経て契約変更で対応

３次元モデルの活用で
効率化・費用対効果（発注者が判断）

【実施計画書】受注者作成
１）３次元モデルの活用内容（実施内容、期待する効果等）

２）３次元モデルの作成仕様
（作成範囲、詳細度、属性情報、別業務等で作成された３次元モデルの使用等）

３）３次元モデルの作成に用いるソフトウェア、オリジナルデータの種類
４）３次元モデルの作成担当者
５）３次元モデルの作成・活用に要する費用

発注者指定型
原則：義務項目
選択：推奨項目

受注者希望型
選択：義務項目
選択：推奨項目

ある
発注時点で見込めない場合
（判断できない） ある なし

希望ある 希望ある

1

義務項目とは：視覚化による効果を
中心に未経験者でも取り組み可能
なもの。例えば、視覚的な施工計画
の補助等。

BIM/CIM

なし

希望なし

活用なし

希望なし

活用なし
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 道路土工・舗装モデル、その他モデル等は、全体をムリに3次元化せず
ICT活用工事で活用できる範囲を、2次元の線形図、縦・横断図で施工プロセスへ引継ぐ。
例えば

①交差点の舗装工、路盤工等は、既設道路と摺付けるため、ICT活用工事を行う場面が少ない。
交差点の詳細な3次元化しない。ただし、2次元の線形図、縦・横断図は従来通り作成する。

②ボックス周辺の土工は、摺付けるため、2次元の線形図、縦・横断図のみ作成。
図面の3次元化は、施工プロセスで判断する。

③取付道路等は、既設道路で摺付けがあるため、3次元化しても変更が生じる可能性がある。
このため、2次元の線形図、縦・横断図を作成し、施工プロセスへ引継ぐ。

 作成できる範囲のみをモデル化する。
例えば

④吹付法枠等、現地地形に合わせた構造物は、3次元化しても施工プロセスで活用できない。
また、法面清掃後の地形は分からないため、3次元化できない。

ICT建機

TS出来形 面的出来形

【事例１】３次元モデルの活用の効率化・費用対効果

★ムリな３次元化はしない。

① ② ③

3次元設計ﾃﾞｰﾀ+MGで施工の効率化
（稼働時間の削減）

3次元設計ﾃﾞｰﾀで出来形の省力化・効率化

★施工プロセスで必要な範囲の
3次元設計ﾃﾞｰﾀを作成➡効率的に３次元化

３次元設計ﾃﾞｰﾀ
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【事例２】３次元モデルの活用の効率化・費用対効果

現況測量を地形モデル等（点群データ）で作成した場合

 地形モデル等（点群データ）について
１．懸念事項

地形モデル等（点群データ）は線形等の情報を持たないため、以下の懸念がある。
①詳細設計時には、コントロールポイント等の建物のエッジ等（面位置）が必要。

エッジ等（面位置）を把握しなければ、コントロールポイントが把握できず
、道路事業等の建物補償費等に影響する。

②詳細設計では、精度の高い建物乗入口の高さ、水路の高さ等が必要となる。
③点群データのみでは、エッジ等（面位置）が取得することができない。

２．解決策
コントロールポイントとなる高さ、線形等の情報、エッジ等（面位置）、土地の

境界等の取得が必要な場合は
★１．コントロールポイントのみ『TS等』による補完測量を実施し、線形等の情報

、エッジ等（面位置）作成する。
★２．工事に支障となる構造物等（建物、電柱、電線、マンホール等）は、線形等

の情報、エッジ等（面位置）の情報を元に、位置、高さ統合モデル等で、モ
デル化等し表記する。

３．効率化・費用対効果の留意事項
地形モデル等（点群データ）を、全て線形等の情報、エッジ等（面位置）を反映

すると、相当な作業量が発生する。
効率化・費用対効果ため

★必要の無い部分まで「エッジ等（面位置） 」トレースを指示しない。

地形モデル等（点群データ）を平面図へ切り出しても、「点」の状態となり
通常の平面図のような線にならない。
このため、必要な部分のみ「エッジ等（面位置） 」をトレースする。
★必要の無い部分まで「エッジ等（面位置） 」トレースを指示しない。

★必要の無い部分まで「エッジ等（面位置） 」トレースを指示しない。

★エッジ等（面位置）
のトレース

★エッジ等（面位置）
のトレース


